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論文内容の要旨
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氏 名井上裕行

論文題目（外国語の場合は，その和訳を（ ）を付して併記すること。）

Association between mean platelet volume in the pathogenesis of 

type 2 diabetes mellitus and diabetic macrovascular complications in 

Japanese patients. 

(2型糖尿病の病態把握における平均血小板容積 MPVの有用性に

関する検討）

論文内容の要旨 (1,000字～ 2,000字でまとめること。）

血小板は、生体内において血栓・止血に関わる血液細胞である。

血小板が活性化すると様々な物質を産生・放出するが、一般的に

活性化した血小板を直接的に測定することは非常に手技が煩雑

かつ特別な機器を必要とすることから日常の Jレーチン検査では

行われない。そこで、血小板サイズ、すなわち平均血小板容積

(MPV) を測定することで血小板の活性化を評価するのが一般的

である。 MPVは自動血球計数装置で簡便かつ低コストに測定でき
る血液検査項目である。最近の研究では、 MPVの増加が心血管イ

ベントの最近の研究では、 MPVの増加が心血管イベントの発症リ

スクと関連することが報告されるなど、心疾患領域において注目

されているマーカーである。

動脈硬化に起因する大血管障害は単独で発症するのではなく、

様々なリスク因子が絡み合った病態が基礎疾患として存在する。

すなわち、高血圧や喫煙といったファクターや肥満、脂質異常症、

そして 2型糖尿病である。しかしながらこれらの因子と MPVと

の関連性について報告は少ない。そこで、 MPVと 2型糖尿病の病

態との関連性に注目した。 2 型糖尿病は心血管イベントを合併す

る疾患として非常に重要な疾患であり、その患且い敗は国民病と言

われるほど急増し今後より進展予防に注力すべき疾患である。

今回、臨床検査に従事する中で、 2型糖尿病の血糖コントロー

ル指標は HbAlcをはじめ、いくつか臨床で広く利用されているが、

動脈硬化など大血管障害の合併を評価する方法は主に頸動脈工

コーを施行するのみである。そこで、 2型糖尿病の病態と関連性

を持ちながら、動脈硬化のリスク評価を行えるマーカーとして

MPVを研究対象とし、 MPVを用いて 2型糖尿病の病態における

血小板の関連性を明らかにするため検討を行った。

その結果、健常群と比較して 2型糖尿病患者群では MPVが有

意に増大していた。さらに、 2型糖尿病初期の患者群においても

MPVは有意に増大していた。すなわち、 MPVが耐糖能異常と有

意な相関を示していることを明らかにした。続いて、 2 型糖尿病

患者群における動脈硬化症と MPVの関連性について検討した。

その結果、 2型糖尿病患者では MPVの増大と動脈硬化指標との間

に有意な正の相関関係が認められた。これらの結果から、 2 型糖

尿病患者における高血糖などの糖尿病状態による、 MPV増加に反

映される血小板の大型化が将来的な動脈硬化の進展に影響を及

ぼす可能性が示唆された。このことから MPVは 2型糖尿病の大

血管病変の進行と関係し、その病態把握に有用なマーカーである

と考えられた。
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要 旨

血小板は、生体内において活性化すると様々な物質を産生・放出するが、一般的に

活性化した血小板を直接的に測定することは非常に手技が煩雑であり日常の検査で

は血小板サイズである平均血小板容積 (MPV) を測定することで血小板の活性化を

評価するのが一般的である。最近では、 MPVの増加が心血管イベントの発症リスク

と関連することが報告されるなど、心疾患領域において注目されているマーカーで

ある。 2型糖尿病の血糖コントロール指標は HbAlcなどが、いくつか臨床で広く利

用されているが、動脈硬化など大血管障害の合併を評価する方法は主に頸動脈エコ

ーを施行するのみである。本研究では、動脈硬化のリスク評価を行えるマーカーと

して MPV を用いて 2型糖尿病の病態における血小板の関連性を明らかにするため

検討を行った。結果、健常群と比較して 2型糖尿病初期の患者群においても MPVは

有意に増大していた。すなわち、 MPVが耐糖能異常と有意な相関を示していること

を明らかにした。さらに、 2型糖尿病患者では MPVの増大と動脈硬化指標との間に

有意な正の相関関係が認められた。これらより、 2型糖尿病患者における高血糖な

どの糖尿病状態による MPV増加に反映される血小板の大型化が将来的な動脈硬化

の進展に影響を及ぼす可能性が示唆された。このことから MPVは 2型糖尿病の大血

管病変の進行と関係し、その病態把握に有用なマーカーであると考えられた。よっ

て、学位申請者の井上裕行は、博士（保健学）の学位を得る資格があると認める。

掲載論文名•著者名・掲載（予定）誌名・巻（号），頁．発行（予定）年を記入してください。

Assoe1ation between mean platelet volume in the pathogenesis of type 2 diabetes mell1tu 

s and d1abet1c macrovascular compllcat1ons 1n Japanese pat 1ents l.!:!.2..!!..!L, Sa1 to M, Kouc 

hi K, Asahara S, Nakamura F, K1do Y. Journal of Diabetes lnvest1gat1on, 1n press 




